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の高い語を選び以下の 9 語を分析対象語とした。 

































I went to Tokyo and Kyoto. 
訳：とうきょうと きょうとに いきました。 








表 2 誤用パターン 1：拗音の長音化 
分析対象語 正解者数 最多誤用例と人数 その他 
辞書 25 (83%) じしょう 5 (17%) 0 
宿題 16 (53%) しゅうくだい 14 (47%) 0 
去年 12 (40%) きょうねん 18 (60%) 0 
教科書 10 (33%) きょうかしょう 9 (30%) 11* 
図書館 9 (30%) としょうかん 19 (63%) 2 
旅行 6 (20%) りょうこう** 22 (73%) 2 
*表 3  誤用パターン 2 参照 
**「りょうこ」とした学生も 8 名いたが、本研究では拗音を検討するため、長音化の誤用に
まとめた。 









表 3 誤用パターン 2：後続母音の脱落（短音化） 
分析対象語 正解者数 最多誤用例と人数 その他 
興味 20 (66%) きょ み 7 (23%) 3 
京都 18 (60%) きょ と 7 (23%) 5 
東京 17 (56%) とうきょ  8 (27%) 5 





























Sonority Scale (Selkirk 1984) 



















 - 101 - 
 
上記 9 語と、ダミー語（「かさとき」など拗音も長音も含まない無意味語）4 語の計












ピーカーを通し録音した刺激音を再生した。全体で 10 分ほどを要した。 
 
4.3 結果 
実験 1 と同様に結果を以下に示す。 
表 5 誤用パターン 1：拗音の長音化 
分析対象語 正解者数 最多誤用例と人数 その他 
にしょ 24 (80%) にしょう 4 (13%) 2 
きょめん 20 (66%) きょうめん 7 (23%) 3 
りょとう 17 (56%) りょうとう 10 (33%) 3 
きょうたしょ 15 (50%) きょうたしょう 2 (7%) 13* 
こしょたん 14 (47%) こしょうかん 11 (37%) 5 
しゅくばい 10 (33%) しゅうくばい 13 (43%) 7 
*表 6 誤用パターン 2 参照 
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表 6 誤用パターン 2: 後続母音の脱落（短音化） 
分析対象語 正解者数 最多誤用例と人数 その他 
きょうに 23 (76%) きょ に 7 (23%) 0 
こうきょう 19 (63%) こうきょ  8 (27%) 3 
きょうこ 18 (60%) きょ こ 5 (17%) 7 





表 7 正解率の比較 
 正解率 誤用率 計 
表記テスト 47% 53% 100％ 
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表 8 正解率による順位 
順位 表記テスト  聴取テスト 
1 辞書  にしょ (辞書) 
2 興味  きょうに (興味) 
3 京都  きょめん (去年) 
4 東京  こうきょう (東京) 
5 宿題  きょうこ (京都) 
6 去年  りょとう (旅行) 
7 教科書  きょうたしょ (教科書) 
8 図書館  こしょたん (図書館) 

















































えた方が学習効果が上がる(Hardison & Motohashi-Saigo 2010)ことも考慮し、今
後より効果的に習得困難な音声をどう指導していくか考察していきたい。 
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添付資料  聴取データ テスト用紙 
 
 




そじ     そうじ     そじい    そうじいい 






こうしょたん こしょたん    こしょうたん こうしょうたん 




しゅうくばい しゅくうばい しゅくばい しゅうくうばい 




えといと    えとと えとえと えとっと 




きょめん きょうめん きょめえん きょうめえん 




にいしょ   にしょ にいしょ にしょう 




かさとき    かさたき    かすとき かすとく 




きょたしょ きょたしょう きょうたしょ きょうたしょう 




こきょ こうきょう こうきょ こきょう 




ぼさし ぼさひ ぼすし ぼさひ 
bosashi bosahi   bosushi   bosahi 
 
 




しこき    しこいき しっこき    しこっき 




りょうとう りょとう りょうと りょと 




きょに    きょうに    きょうにい     きょにいい 




きょうこ きょこ きょうこう きょこう 
kyooko   kyoko   kyookoo   kyokoo 
 
 
 
